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当性は,どのようにして決定されるのであろうか。現在のところ,有価証券の評価にさいして利用さ
れる勘定分類は,資産評価という局面にのみ援用されることが一般的である。複式簿記機構とか貸
借対照表の表示とかに関しては,別の勘定分類が用いられることが,圧倒的に多い。そうした見方が
,本稿で言う「勘定分類混在観」であるが,これは,理論を首尾一貫したひとつの全体とみるかぎり,
けっして好ましいものではない。理論全体を通してひとつの勘定分
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